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どんな発明？

こんなことに使える！ こんな研究室です！

河川の氾濫や豪雨時の浸水の解析に
好適に使用可能なポリゴン型の地図
データを作成する方法です。
従来のポリゴン型の地図データは、

流域を単に格子状に分割したラスタ形
状のグリッド型が一般的ですが、この
ような地図データは、流域が現実の敷
地の広さや形状とは大きくズレがある
ことから、浸水予測の精度に悪影響が
ありました。
本発明では、地図データの流域を実
際の建物や敷地の形状に近い領域に分
割することで、浸水予測の精度向上を
図っています。

本発明による地図データの領域分割
の方法は、雨水の流出予測や浸水予測
以外にも、例えば、分割された街区の
面積と建物の面積を用いることで、都
市計画の指標となる建ぺい率を推定す
ることができます。
また、日照や採光の解析、延焼シ

ミュレーション、ビル風シミュレー
ション等に利用される隣棟間隔を得る
ことも可能です。

河村研究室では、都市流域の水循環
機構に関する研究を中心として、海外
の流域の水循環機構や水資源問題、さ
らに地球規模大気海洋現象(例えば有
名なエルニーニョ現象など)と日本の
降水との関連に関する研究を行ってい
ます。

本発明に興味のある方、また本研究
室の取り組みに興味のある方等からの
技術相談をお待ちしています！

都市型浸水被害予測の適用例
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